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発表演題名 福井県における微小粒子状物質（ＰＭ2.5）調査 

学会名 福井大学「日本海地域の自然と環境」研究発表会 

発表者名 泉 宏導 

開催場所 福井市（福井大学アカデミーホール） 

開催日時 平成２３年１２月１０日（土） 

発表内容 ○目的 
平成 21 年に環境基準が設定された大気中の微小粒子状物質（PM2.5）につ
いて、22年度から実態調査を開始した。 
○方法 

22年度は自動測定機により、6地点で調査を行った。うち 1地点（福井局）
は通年測定を行い、他の 5地点（三国局、大野局、神明局、敦賀局、小浜局）
は測定機を移設しながら調査した。 
○結果・考察 
福井局における 22年度のＰＭ2.5濃度は、年平均値および日平均値とも環境
基準を超えた。 
このため、高濃度事例について、黄砂日や他県の高濃度事例との関係の分析

および流跡線解析を行い、黄砂を含め越境汚染の影響が大きいと推定された。 
また、他の汚染物質との関連について解析を行ったが、二次生成原因物質と

の明確な相関は確認することができなかった。 
濃度分布については、福井局と各局間の測定期間平均濃度の比は 0.84～1.02

であり、さらに局間の相関係数は 0.92～0.97と高いことから、全県的に環境基
準を超えるおそれが高いことが判明した。 
今後も調査を継続し、これらの考察を検証するとともにより詳細な実態解明

を目指す。 
 

 


